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B-b 
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2017 
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Life Support and Anesthesia 24 (12): 1196-1201, 2017 
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（編）：末梢神経ブロックの疑問 Q&A70，中外医学社，東京，pp. 74-76 所収）2017 
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ン 現状と今後の展望. 日本臨床救急医学会雑誌 20 (2): 246, 2017 

2. 池田恵理子, 柿内聡志, 伊藤博之, 山下嘉郎, 高木理博, 田中健之, 関野元裕, 森本浩之輔, 有吉紅也: 腸管出血性大腸

菌による溶血性尿毒症症候群を呈した成人の 1 例. 感染症学雑誌 91 (3): 508-509, 2017 

3. 柿内聡志, 松井昂介, 加藤隼悟, 齊藤信夫, 高木理博, 山下嘉郎, 田中健之, 関野元裕, 森本浩之輔, 有吉紅也: 当院に

おける補助人工心臓（Ventricular Assist Device; VAD）症例の周術期抗菌薬と感染性合併症に関する検討. 感染症学雑

誌 91 臨増: 302, 2017 

4. 樋田久美子，吉﨑真依，山本裕梨，村田寛明，原 哲也：肢端紅痛症にノイロトロピン®が奏功した 1 例．日本ペイ

ンクリニック学会誌 24 (3): 406, 2017 

5. 村田寛明，樋田久美子，山本裕梨，吉﨑真依，原 哲也：重症気管支喘息と重症筋無力症を合併した肥満患者の乳腺

腫瘍切除術を末梢神経ブロック単独で管理した症例．日本ペインクリニック学会誌 24 (3): 422, 2017 

6. 小畑陽子，濱田久之，梅田雅孝，松島加代子，長谷敦子：彼らは新・専門医制度に何を望んでいるのか？（第 2 報）．

医学教育 48 Suppl.: 127, 2017 

7. 松島加代子，小畑陽子，梅田雅孝，古賀智裕，渡邊 毅，池田喬哉，柴田英貴，宮本俊之，高山隼人，長谷敦子，濱

田久之：長崎大学病院研修医メンター制度の現況とメンターの選択についての検討．医学教育 48 Suppl.: 150, 2017 

8. 梅田雅孝，小畑陽子，古賀智裕，渡邊 毅，松島加代子，池田喬哉，柴田英貴，宮本俊之，長谷敦子，高山隼人，濱

田久之：医師臨床研修到達目標達成における外来研修プログラムの効果について（第 3 報）．医学教育 48 Suppl.: 176, 
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9. 松島加代子，梅田雅孝，渡邊 毅，古賀智裕，池田喬哉，柴田英貴，小畑陽子，増崎雅子，川口 哲，宮本俊之，長
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2017 
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12. 横山明弘，柴田伊津子，一ノ宮大雅，石﨑泰令，村田寛明，原 哲也：低侵襲心臓手術における腓腹筋局所酸素飽和

度と blood volume index の変化．Cardiovascular Anesthesia 22 suppl: 344, 2017 
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14. 三尾友理，一ノ宮大雅，稲冨千亜紀，柴田伊津子，原 哲也：小児癌手術においてミダゾラムの併用によりプロポフ

ォールを減量した TIVA の 2 症例．日本小児麻酔学会誌 23 (1): 148, 2017 
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